
中
国
で
は
一
―

0
枇
紀
前
半
を
通
し
て
、
近
代
国
家
建
設
の
一
環
と
し
て
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ

れ
は
都
市
を
中
心
と
し
た
も
の
に
と
ど
ま
り
、
膨
大
な
人
口
を
擁
す
る
農
村
部
は
立
ち
遅
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
。

中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
、
中
国
人
民
政
府
衛
生
部
は
「
面
向
工
農
兵
（
労
働
者
・
農
民
・
兵
士
に
向
け
た
衛
生
事
業
）
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
広
大
な
農
村
部
を
含
め
た
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
的
普
及
へ
と
の
り
出
し
た
。

一
九
五

0
1
七
0
年
代
の
中
同
の
農
村
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
は
、
県
ー
郷
ー
村
の
三
級
制
の
医
療
保
健
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
中
国
伝
統
医

学
の
活
用
、
人
民
公
社
を
基
盤
と
し
た
医
療
保
障
制
度
で
あ
る
合
作
医
療
を
主
な
特
徴
と
す
る
。
低
コ
ス
ト
で
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、

地
域
社
会
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
こ
の
農
村
医
療
シ
ス
テ
ム
は
、
国
際
保
健
の
文
脈
で
は
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

モ
デ
ル
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
医
療
シ
ス
テ
ム
の
最
も
基
層
レ
ベ
ル
で
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
後
に
「
は
だ
し
の
医
者
（
赤

脚
医
生
）
」
と
し
て
世
界
的
に
脚
光
を
浴
び
た
郷
村
衛
生
員
た
ち
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
一
九
五

0
年
代
は
じ
め
の
雲
南
省
大
理
地
区
を
事
例
と
し
て
、
郷
村
衛
生
員
の
養
成
を
含
む
農
村
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
の

導
入
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
禅
入
（
福
士
）

は
じ
め
に

|
—
雲
南
省
大
理
専
区
を
事
例
と
し
て
1

福

士

由

紀

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入

五



歴
史
研
究
の
視
角
か
ら
、
一
九
五
〇
＼
七

0
年
代
の
中
国
に
お
け
る
農
村
医
療
、
特
に
郷
村
衛
生
員
に
着
目
し
た
研
究
は
い
く
つ
か
見

ら
れ
る
。
三
橋
か
ほ
り
は
、
中
国
農
村
に
お
け
る
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
起
源
と
し
て
の
「
は
だ
し
の
医
者
」
お
よ
び
そ
の
前

身
で
あ
る
郷
村
衛
生
員
の
誕
生
過
程
を
一
九
五
〇
＼
八

0
年
代
の
農
村
政
策
と
医
学
教
育
制
度
の
側
面
か
ら
論
じ
、
建
国
初
期
か
ら
進
め

ら
れ
て
い
た
郷
村
衛
生
員
の
養
成
は
、
一
九
五

0
年
代
半
ば
の
農
業
集
団
化
の
中
で
本
格
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

地
域
社
会
で
の
実
態
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
と
し
て
は
X
i
a
o
p
i
n
g
F
a
n
g
に
よ
る
浙
江
省
に
関
す
る
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
は
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
壺
や
地
方
の
公
文
書
を
用
い
、
医
療
従
事
者
・
農
村
住
民
の
視
点
か
ら
一
九
五
〇
＼
七

0
年
代
の
農
村
医
療
を
検
討
し
た
。

F
a
n
g
の
主
眼
は
、
文
化
大
革
命
期
に
お
け
る
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
活
動
が
、
祈
祷
師
な
ど
の
治
癒
者
等
も
含
め
た
農
村
の
医
療
世
界

や
住
民
の
意
識
に
与
え
た
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
故
に
本
稿
で
主
た
る
対
象
と
す
る
一
九
五

0
年
代
初
め
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
で
あ
る
中
国
伝
統
医
師
の
経
験
を
も
と
に
聯
合
診
療
所
（
在
来
の
開
業
医
療
従
事
者
を
組
織
し
た
郷
レ
ベ
ル
の
医
療

機
関
）
を
中
心
と
し
た
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
当
該
時
期
の
村
レ
ベ
ル
を
含
め
た
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
過
程
に
つ
い
て

は
さ
ほ
ど
具
体
的
な
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、

F
a
n
g
が
提
示
し
た
、
国
家
に
よ
る
農
村
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
在
来
農
村
医
療
世
界

へ
の
影
響
、
農
村
住
民
の
医
療
認
識
や
嗜
好
へ
の
影
響
と
い
う
議
論
は
、
近
現
代
期
の
農
村
社
会
に
お
け
る
医
療
の
あ
り
様
を
考
察
す
る

際
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
各
地
の
実
態
を
踏
ま
え
た
事
例
研
究
を
蓄
積
す
る
中
で
議
論
を
深
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、

人
民
共
和
国
建
国
初
期
の
公
文
書
が
公
開
さ
れ
る
中
で
、
医
療
史
の
分
野
で
は
医
療
・
衛
生
事
業
に
お
け
る
人
員
や
組
織
、
施
設
の
中
華

民
国
期
と
人
民
共
和
国
期
と
の
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
知
見
に
鑑
み
る
に
、
農
村
医
療
の
導
入
過
程
も
ま
た
、
在
来

の
地
域
社
会
の
状
況
に
応
じ
て
多
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
意
味
で
も
地
域
社
会
の
実
態
を
踏
ま
え
た
事
例
研
究
の
蓄
積
が
必
要

だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
先
行
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
雲
南
省
大
理
地
区
を
対
象
に
、
一
九
五

0
年
代
は
じ
め
の
農
村
医
療
シ
ス
テ
ム
の
導

人
実
態
を
、
在
来
の
医
療
従
事
者
や
治
癒
者
、
新
た
に
養
成
さ
れ
る
郷
村
衛
生
員
と
い
っ
た
医
療
人
員
に
着
目
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
周
知
の
よ
う
に
人
民
共
和
国
建
国
初
期
、
土
地
改
革
に
よ
り
農
村
社
会
は
大
き
な
政
治
的
・
社
会
的
変
動
を
経
験
し
た
。
本
稿
で
は
、
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農
村
社
会
に
お
け
る
秩
序
の
再
編
と
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
農
村
医
療
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

雲
南
省
大
理
地
区
を
対
象
と
す
る
の
は
、
資
料
上
の
理
由
に
よ
る
。
筆
者
が
か
つ
て
参
加
し
て
い
た
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
「
熱
帯

ア
ジ
ア
の
環
境
変
化
と
感
染
症
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
代
表
叫
口
司
和
彦
（
長
崎
大
学
）
‘

―
1
0
0
八
＼
二
0
―
二
年
度
）
で
は
、
人
民
共
和

国
建
国
以
後
の
中
国
西
南
地
域
に
お
け
る
マ
ラ
リ
ア
お
よ
び
日
本
住
血
吸
虫
症
の
流
行
動
態
と
対
策
に
関
す
る
歴
史
研
究
を
行
う
中
で
、

当
該
時
期
の
雲
南
省
大
理
地
区
に
お
け
る
公
文
書
を
は
じ
め
と
し
た
文
献
資
料
を
収
集
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
県
ー
郷
ー
村
を

包
括
す
る
農
村
医
療
シ
ス
テ
ム
の
導
入
実
態
の

一
端
を
照
射
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
後
、
中
国
で
は
広
大
な
農
村
部
を
含
め
た
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
的
普
及
が
目
指
さ
れ

た
。
中
央
人
民
政
府
衛
生
部
は
、
一
九
五

0
年
八
月
の
第

一
回
全
国
衛
生
会
議
に
お
い
て
、

「面
向
工
農
兵
」
、
「
予
防
為
主
（
予
防
医
療

を
中
心
と
す
る
）
」
、
「
団
結
中
西
医
（
中
国
伝
統
医
学
と
西
洋
医
学
の
団
結
）
」
の
三
大
原
則
を
う
ち
出
し
た
。
一
九
五
二
年
に
は
更
に
、

三
大
原
則
に
「
衛
生
工
作
群
集
運
動
結
合
（
衛
生
事
業
は
大
衆
運
動
と
結
合
し
て
行
う
）
」
と
い
う
方
針
が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
中
華

人
民
共
和
国
の
医
療
衛
生
事
業
の
四
大
原
則
と
さ
れ
た
。

五
億
を
超
え
る
農
村
人
口
に
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
相
当
な
数
の
医
療
人
員
が
必
要
で
あ
っ
た
。
建
国
当
初
の

中
国
に
ど
れ
ほ
ど
の
数
の
医
療
人
員
が
存
在
し
て
い
た
の
か
を
正
確
に
示
す
デ
ー
タ
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。

一
九
五

0
年
の
衛

生
部
の
報
告
で
は
、
近
代
西
洋
医
学
教
育
を
受
け
た
医
師
（
西
医
）
は
二
万
人
と
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
中
国
伝
統
医
学
の
医
師

（中
医）

(10) 

は
五

0
万
人
程
度
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
中
国
伝
統
医
学
医
師
の
活
用
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
地
域
的
な
分
布
状
況

か
ら
見
る
と
、
一
九
四
九
年
の
人
ロ
一

0
0
0
人
あ
た
り
の
衛
生
技
術
者
（
専
門
職
と
し
て
医
療
・
防
疫
・
母
子
衛
生
・
看
護
助
産
・
薬

剤
・
検
究
な
ど
の
衛
生
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
員
）
は
、
市
区
（
都
市
部
）
で
は
一
・
八
七
人
、
県
以
下
（
農
村
部
こ
郷
・
鎮
・
村
を
含

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
福
士
）

中
国
に
お
け
る
農
村
医
療
制
度

七



む
）
の
地
域
で
は

O・
七
三
人
、
医
生
（
高
等
医
学
教
育
を
受
け
た
医
師
、
中
等
医
学
教
育
を
受
け
た
医
士
、
開
業
中
医
）
は
市
区
で
は

O・

(11) 

七
0
人
、
県
以
下
で
は

O・
六
六
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
値
か
ら
は
、
衛
生
技
術
者
の
都
市
・
農
村
間
格
差
が
顕
著
で
あ
る
の

に
対
し
、
医
生
に
関
し
て
は
さ
ほ
ど
の
格
差
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
後
述
の
よ
う
に
農
村
地
域
に
お
い
て
も
、
医
療
従
事
者
の

多
く
は
人
口
が
集
中
す
る
県
城
や
集
鎮
な
ど
で
開
業
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ま
た
診
療
費
や
薬
費
も
高
額
で
あ
り
、
郷
村
の
住
民
に
と
っ

て
必
ず
し
も
容
易
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
農
村
地
域
で
の
医
療
状
況
の
改
善
の
た
め
、
現
地
の
住
民
に
短

期
の
訓
練
を
施
し
、
衛
生
員
・
接
生
員
・
保
健
員
と
し
て
基
本
的
な
地
域
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

一
九
五

0
年
八
月
の
中
央
人
民
政
府
衛
生
部
に
よ
る
「
関
於
健
全
輿
発
展
全
国
基
層
衛
生
組
織
決
定
（
全
国
基
層
衛
生
組
織
の
健
全
化

と
発
展
に
関
す
る
決
定
）
」
お
よ
び
翌
年
の
「
関
於
組
織
聯
合
医
療
機
構
実
施
塀
法
（
聯
合
医
療
機
構
の
組
織
化
に
関
す
る
実
施
方
法
）
」

に
よ
り
、
県
ー
郷
ー
村
の
三
級
制
医
療
保
健
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
制
度
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
基
層
で
は
郷
村
衛
生
員
ら
が
村
レ
ベ
ル

の
衛
生
室
に
配
罹
さ
れ
、
上
級
の
郷
レ
ベ
ル
の
衛
生
機
構
の
指
導
監
督
を
受
け
、
郷
レ
ベ
ル
の
衛
生
機
構
は
更
に
上
級
の
県
レ
ベ
ル
の
衛

生
機
構
の
指
導
監
督
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
短
期
訓
練
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
た
医
療
衛
生
人
員
に
よ
る
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
試
み
は
、
中
華
民
国
期
か
ら

見
ら
れ
た
。
一

九
二
0
年
代
末
か
ら
―
―10
年
代
、
晏
陽
初
を
中
心
と
す
る
中
華
平
民
教
育
促
進
会
に
よ
る
河
北
省
定
県
で
の
郷
村
建
設
運

動
で
は
、
医
療
衛
生
事
業
の
一
環
と
し
て
県
ー
区
ー
郷
の
三
級
制
の
医
療
保
健
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
、
基
層
レ
ベ
ル
で
の
短
期
養
成

(13) 

の
衛
生
員
の
活
用
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
医
療
保
健
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
一
九
―
―

1
0
年
代
以
降
に
は
国
民
政
府
に
よ
り
、

一
部
の
農
村
に
実
験
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
中
華
民
国
期
、
共
産
党
根
拠
地
で
も
農
村
に
対
す
る
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
試
み
ら
れ
て
い
た
形
跡
は
あ
る
。
映
甘
寧

辺
区
で
は
、

一
九
三
九
年

一
月
の
参
議
会
で
「
建
立
辺
区
衛
生
工
作
保
障
人
民
健
康
案
（
辺
区
の
衛
生
事
業
を
建
立
し
、
人
民
の
健
康
を

保
障
す
る
案
）
」
が
可
決
さ
れ
、
各
県
県
城
お
よ
び
比
較
的
大
き
な
区
鎖
に
医
薬
房
を
設
け
る
こ
と
、
各
県
か
ら
適
当
な
青
年
を
選
出
し
、

人
文
学
報
第
五

ニ
ニ
ー
九
号

二
0
一
七
年
三
月

八



衛
生
訓
練
を
施
し
衛
生
幹
部
と
す
る
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
四
六
年
の
映
甘
寧
辺
区
参
議
会
で
は
、
郷
村
に
現

存
す
る
中
医
や
獣
医
の
活
用
、
辺
区
の
医
師
に
よ
る
春
季
秋
季
の
郷
村
へ
の
巡
回
医
療
の
強
化
、
短
期
訓
練
に
よ
る
民
間
医
生
の
養
成
が

決
定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
〇
＼
七

0
年
代
の
中
国
農
村
の
医
療
保
健
事
業
の
起
源
に
関
し
て
は
こ
れ
ら
両
説
を
含
む
諸
説
が
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
医

療
史
研
究
の
分
野
で
は
、
建
国
初
期
、
共
産
党
は
中
華
民
国
期
に
推
進
さ
れ
た
人
員
や
設
備
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
体
制
に
あ
わ
せ
、

(18) 

そ
れ
ら
を
再
編
・
拡
大
し
て
き
た
、
と
し
て
、
中
華
民
国
期
か
ら
建
国
期
の
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
見
て
い
く
雲
南
省

大
理
地
区
に
お
け
る
農
村
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
実
態
か
ら
も
、
こ
う
し
た
あ
り
よ
う
は
確
認
で
き
る
。

中
華
民
国
期
、

雲
南
省
の
医
療
衛
生
行
政
と
在
来
医
療

(
-
）
中
華
民
国
期
、
雲
南
省
の
医
療
衛
生
行
政
組
織

雲
南
省
に
お
け
る
医
療
衛
生
行
政
は
、
中
国
の
他
の
省
・
市
と
同
様
に
、
清
末
か
ら
北
京
政
府
期
に
か
け
て
、
警
察
行
政
の
一
環
と
し

て
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
省
都
・
昆
明
な
ど
に
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
一
九
二
八
年
、
南
京
国
民
政
府
衛
生
部
に
よ
る
「
全
国

衛
生
行
政
系
統
大
綱
」
の
発
布
に
よ
り
、
中
央
（
衛
生
部
）
の
下
、
地
方
で
は
各
省
に
衛
生
処
、
特
別
市
に
衛
生
局
、
各
市
・
県
に
衛
生

(19) 

局
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
雲
南
省
で
は
、
「
大
綱
」
の
発
布
後
、
人
員
の
南
京
派
遣
と
そ
こ
で
の
訓
練
を
経
て
、

(20) 

一
九
三

0
年
に
省
政
府
民
政
庁
内
に
衛
生
専
員
が
置
か
れ
た
。

県
レ
ベ
ル
の
衛
生
行
政
機
関
は
、
地
域
の
環
境
衛
生
や
防
疫
だ
け
で
な
く
、
問
診
部
を
設
け
診
療
を
行
う
こ
と
、
郷
鎮
衛
生
員
の
手
に

負
え
な
い
症
状
の
病
人
の
適
切
な
処
置
も
し
く
は
近
在
の
医
療
機
関
へ
の
紹
介
、
郷
鎮
へ
の
巡
回
医
療
と
い
っ
た
医
事
を
も
職
掌
と
し
て

(21) 

い
た
。
雲
南
省
で
の
、
県
レ
ベ
ル
の
衛
生
行
政
組
織
の
整
備
は
、
一
九
――10
年
代
半
ば
以
降
、
急
速
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
背
景
と
し

て
二
点
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
―
つ
は
中
央
か
ら
の
援
助
で
あ
り
、
も
う

一
っ
は
日
中
戦
争
に
伴
う
医
療
機
関
・
医
療
人
員
の
内
遷

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
人
（
福
七
）

九



一
九
三
五
年
、
雲
南
省
政
府
は
南
京
国
民
政
府
に
対
し
、
全
省
の
医
薬
事
業
の
整
備
へ
の
援
助
を
申
し
人
れ
た
。
こ
れ
に
応
え
て
南
京

同
民
政
府
の
衛
生
顧
間
で
あ
っ
た
国
際
連
盟
の
斯
丹
巴

(A.
S
t
a
m
p
e
r
)

が
雲
南
省
に
派
遣
さ
れ
た
。
彼
の
建
議
に
よ
り
、
省
衛
生
行
政

と
実
験
研
究
を
担
う
全
省
衛
生
実
験
所
が
設
立
さ
れ
、
民
政
庁
内
に
置
か
れ
て
い
た
衛
生
専
員
は
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
た
。
こ
の
全
省
衛
生

実
験
所
の
設
立
以
後
、
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
地
域
の
衛
生
行
政
・
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
県
衛
生
院
が
、
個
旧
県
や
思
茅
地
区
に

(22) 

設
け
ら
れ
、
鉱
山
労
働
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
マ
ラ
リ
ア
対
策
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

(23) 

日
中
戦
争
期
の
人
や
機
関
の
西
南
地
域
へ
の
移
動
（
内
遷
）
は
雲
南
省
の
社
会
経
済
状
況
に
大
き
な
変
化
を
与
え
た
。
そ
れ
は
医
療

衛
生
の
分
野
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
期
、
昆
明
へ
と
遷
移
し
て
き
た
上
海
医
学
院
、
中
山
医
学
院
と
い
っ
た
教
育
・
医
療
機
関

の
協
力
の
下
で
、
区
県
レ
ベ
ル
の
衛
生
行
政
・
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス
機
関
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
四
二
年
に
は
、
全
省
を
七
つ
の
衛
生
区

（
昆
明
、
昭
通
、
個
旧
、
楚
雄
、
鶴
慶
、
蒙
化
、
寧
消
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
衛
生
区
に
中
心
衛
生
院
を
設
け
、
そ
の
下
に
県
衛
生
院

が
配
置
さ
れ
た
。
だ
が
全
て
の
区
県
で
こ
の
試
み
が
順
調
に
展
開
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
蒙
化
中
心
衛
生
院
は
、

一
九
三
八
年
に
設
立
さ
れ
た
蒙
化
県
衛
生
院
を
改
組
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
衛
生
区
レ
ベ
ル
の
中
心
衛
生
院
と
し
て
、
よ
り
広
範
な
地

域
の
衛
生
行
政
・
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
に
は
経
済
的
困
難
が
あ
り
、
改
組
後
わ
ず
か
三
カ
月
で
中
心
衛
生
院
と
し
て
の
業
務
を
停

(24) 

止
し
た
と
さ
れ
る
。

日
中
戦
争
終
結
後
の
一
九
四
六
年
に
は
、
全
省
で
一
三

0
の
県
衛
生
院
、
三
五
カ
所
の
県
以
下
の
衛
生
機
関
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
戦
後
内
戦
期
に
は
経
済
的
困
難
や
人
員
不
足
に
よ
り
閉
鎖
や
業
務
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
が
多
く

あ
っ
た
。
一
九
五

0
年
、
雲
南
省
人
民
政
府
に
よ
る
接
収
管
理
工
作
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
全
省
で
六
四
カ
所
の
県
衛
生
院
が
残
る
の
み

(25) 

で
あ
り
、
閉
鎖
さ
れ
た
県
で
は
、
一
九
五
〇
＼
五
一
年
に
か
け
て
県
衛
生
行
政
機
関
の
再
建
が
行
わ
れ
た
。

（
二
）
大
理
地
厄
の
医
療
衛
生
行
政
組
織

で
あ
る
。
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大
理
地
区
（
現
・
大
理
白
族
自
治
州
）
は
雲
南
省
の
中
西
部
、
瀾
愴
江
以
東
、
金
沙
江
以
南
に
位
置
す
る
。

理
地
区
の
行
政
機
関
で
あ
る
大
理
専
員
公
署
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
管
轄
区
は
大
理
専
区
と
さ
れ
た
。
大
理
専
区
内
に
は
一
九
五

0
年
当

時
、
一
市
一
四
県
（
下
関
市
、
大
理
・
鳳
儀
・
部
川
・
賓
川
・
祥
雲
・
弥
渡
・
蒙
化
・
雲
県
・
緬
寧
・
順
寧
・
永
平
・
渫
湯
・
雲
龍
・
消

源
の
各
県
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一
九
五
一
二
年
の
第
一
次
人
口
普
査
時
の
人
口
は
一
四
五
・
九
三
万
人
、
う
ち
漢
族
以
外
の
少
数
民
族
が

六
八

・
O
八
万
人
（
四
六
・
六
％
）
、
少
数
民
族
の
う
ち
白
族
が
六
八
％
を
占
め
て
い
た
。
大
理
地
区
は
、
山
脈
が
南
北
に
走
り
、
大
小
の

盆
地
が
数
多
く
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
盆
地
を
中
心
に
人
々
は
集
落
を
つ
く
り
、
比
較
的
大
き
な
盆
地
は
重
要
な
農
業
地
帯
と
な
っ
て

(26) 

い
た
。大

理
地
区
に
お
い
て
も
、
日
中
戦
争
期
、
各
県
に
県
衛
生
院
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
一
四
県
の
う
ち
、
確
認
で
き
た
範
囲
で
は
、

涅
源
県
で
一
九
三
七
年
、
雲
龍
・
雲
県
・
大
理
の
三
県
で
一
九
三
八
年
、
濠
濤
・
弥
渡
の
二
県
で
一
九
三
九
年
、
賓
川
県
で
一
九
四

0
年、

(27) 

永
平
県
で
一
九
四
一
年
、
祥
雲
県
で
一
九
四
一
一
年
に
県
衛
生
院
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
一
九
四
九
＼
五

0
年
、
人
民
政
府

に
よ
り
接
収
さ
れ
た
が
、
永
平
県
お
よ
び
雲
龍
県
で
は
、
一
九
四
九
年
三
月
の
「
共
革
盟
事
件
」
の
影
響
に
よ
り
、
衛
生
院
の
人
員
が
避

(28) 

難
し
不
在
と
な
っ
た
た
め
、
人
民
共
和
国
樹
立
後
、
新
た
な
県
衛
生
院
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。

人
民
共
和
国
建
国
初
期
に
接
収
さ
れ
た
県
衛
生
院
の
組
織
や
人
員
は
、
以
下
で
見
る
よ
う
に
郷
村
レ
ベ
ル
の
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
際
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
三
）
農
村
社
会
の
在
来
医
療

と
こ
ろ
で
、
国
家
に
よ
り
郷
村
に
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
以
前
、
多
く
の
農
村
で
は
、
人
々
は
主
に
家
庭
や
村
に
伝
わ
る

伝
統
的
な
療
法
や
祈
祷
に
よ
り
、
ま
た
重
篤
な
場
合
は
地
域
の
中
医
や
草
薬
医
に
頼
り
、
病
や
体
調
不
良
に
対
処
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

中
国
科
学
院
民
族
研
究
所
は
、
一
九
五
八
年
か
ら
五
九
年
に
か
け
て
、
大
理
白
族
を
対
象
に
社
会
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査

記
録
の
い
く
つ
か
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
前
の
医
療
衛
生
状
況
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
剣
川
県
(
-
九
五
六
年
に
大

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
人
（
福
士
）

四

一
九
五

0
年
二
月
、
大
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二
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月

理
白
族
自
治
州
に
編
入
）
の
下
沐
邑
村
の
白
族
社
会
で
は
、
「
病
気
の
際
に
は
神
仏
祈
祷
の
他
、
多
く
は
各
種
の
草
薬
を
用
い
て
治
療
す

る
の
で
、
草
薬
の
単
方
（
簡
単
な
処
方
）
は
比
較
的
多
く
、
民
間
の
医
薬
知
識
は
か
な
り
豊
富
で
あ
る
。
：
•
こ
れ
ら
の
単
方
は

一
般
の

(29
)
 

病
症
に
は
効
果
が
あ
る
が
、
病
が
重
篤
で
効
果
が
な
い
場
合
に
は
、
民
衆
の
多
く
は
近
隣
の
江
尾
村
の
中
医
に
治
療
を
求
め
」
た
と
い
う
。

だ
が
中
医
に
せ
よ
、
西
医
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
専
門
的
に
草
薬
の
処
方
を
行
う
草
薬
医
に
せ
よ
、
そ
の
医
療
費
は
決
し
て
安
価
な
も
の

で
は
な
く
、
人
々
に
と
っ
て
容
易
に
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
大
理
県
喜
州
で
は

「少
数
の
中
医
西
医
が
い
た
が
、
そ

の
医
療
費
は
極
め
て
高
か
っ
た
。

一
九
三
0
年
に
は
喜
州
医
院

（西
洋
医
学
に
よ
る
病
院
）
が
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
地
主

・
富

農
階
級
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
た
め
の
も
の
で
、
九

0
％
の
民
衆
は
病
院
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
江
渡
村
の
あ
る
農
婦
は

難
産
の
た
め
土
地
三
畝
を
売
っ
て
入
院
し
た
が
、
結
果
と
し
て
金
を
使
い
果
た
し
た
だ
け
で
な
く
子
供
は
死
ん
で
し
ま
い
、
「
人
財
両
空
」

(30) 

（
人
も
財
も
な
く
な
る
）
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
、
と
い
う
。
ま
た
、
鶴
慶
県
(
-
九
五
六
年
に
大
理
白
族
自
治
州
に
編
入
）
の
黄
坪
地

区
で
は
、
i

早
薬
医
生
が
二
人
い
た
が
、
そ
の
処
方
薬
は
非
常
に
高
額
で
、
毎
回
の
薬
価
は
穀
物
一
石
に
相
当
し
、
多
く
の
人
は
病
気
に
か

(31) 

か
っ
て
も
薬
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

史
料
の
性
質
上
、
国
民
政
府
時
期
の
医
療
衛
生
状
況
を
過
度
に
低
く
評
価
す
る
傾
向
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
農
民
た
ち
に
と
っ
て
医
療
従

事
者
に
よ
る
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
経
済
的
負
担
が
大
き
く
、
日
常
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

先
に
挙
げ
た
剣
川
県
下
沐
邑
村
の
よ
う
に
、
祭
祀
祈
祷
も
ま
た
病
に
か
か
っ
た
際
の
人
々
の
主
要
な
対
処
法
の
―
つ
で
あ
っ
た
。
白
族

社
会
に
お
い
て
は
、
諸
々
の
病
は
鬼
神
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
習
慣
が
広
く
見
ら
れ
、
巫
術
師
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

病
を
司
る
鬼
神
を
鎮
め
る
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
大
理
地
区
に
隣
接
す
る
麗
江
地
区
碧
江
の
白
族
社
会
で
は
、
頭
痛
や
発
熱
、

下
痢
な
ど
の
症
状
は
「
額
騰
鬼
」
と
呼
ば
れ
る
鬼
神
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
鎮
め
る
た
め
日
没
後
に
家
の
門
の
前
で
豚
か
牛
を
供

(32
)
 

物
と
し
て
祭
祀
を
行
う
、
と
い
っ
た
習
慣
が
あ
っ
た
。
ま
た
雲
龍
県
宝
豊

一
帯
の
白
族
社
会
で
も
、
病
の
際
は
薬
を
飲
む
の
で
は
な
く
、

(33
)
 

も
っ
ば
ら
巫
術
師
に
「
跳
神
」
（
神
が
か
り
に
な
っ
て
の
踊
り
）
を
頼
み
、
鶏
や
羊
、
豚
な
ど
の
家
畜
を
屠
っ
て
供
え
祭
っ
た
と
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
病
へ
の
対
処
の
方
法
は
、
宗
教
的
な
治
癒
行
為
も
含
め
幅
が
広
く
、
多
元
的
で
あ
っ 四



た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
で
見
る
よ
う
に
、
一
九
五

0
年
代
初
め
に
行
わ
れ
た
郷
村
社
会
へ
の
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
こ
う
し

た
在
来
の
多
元
的
医
療
・
治
癒
の
担
い
手
の
整
理
を
も
含
め
た
形
で
展
開
さ
れ
て
い
く
。

郷
村
へ
の
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
人

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
尊
入
（
福
士
）

一
連
の
土
地
改
革
運
動
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
。

四

(
-
）
土
地
改
革
と
士
地
改
革
衛
生
工
作
隊

雲
南
省
で
は
郷
村
へ
の
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、

四
0
年
代
、
ソ
ビ
エ
ト
区
、
辺
区
で
の
経
験
を
経
て
、
中
国
共
産
党
は
一
九
五

0
年
六
月
に
「
中
華
人
民
共
和
国
土
地
改
革
法
」
を
公
布

し
、
土
地
改
革
の
具
体
的
方
法
を
示
し
た
。
雲
南
省
人
民
政
府
は
、
こ
れ
を
受
け
て

一
九
五
一
年
に

「雲
南
省
土
地
改
革
実
施
法
」
を
出
し
、

こ
れ
に
則

っ
て
各
地
で
土
地
改
革
を
進
め
た
。
「
雲
南
省
土
地
改
革
実
施
法
」
は
、
省
内
の
少
数
民
族
を
社
会
発
展
段
階
ご
と
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に
応
じ
た
四
種
類
の
方
法
に
よ
り
土
地
改
革
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
地
域
に
よ

っ
て
は
少
数
民
族
上
層
へ
の

大
幅
な
譲
歩
を
と
も
な
う
土
地
改
革
が
実
施
さ
れ
た
が
、
大
理
地
区
は
封
建
地
主
制
段
階
に
あ
る
地
域
と
さ
れ
、
全
国
型
土
地
改
革
が
進

(34) 

め
ら
れ
た
。

大
理
地
区
で
は
、
一
九
五

0
年
冬
か
ら
五
一
年
春
に
か
け
て
、
中
国
共
産
党
大
理
地
区
委
員
会
に
よ
り
管
轄
地
域
下
で
の
農
民
協
会
の

組
織
化
が
進
め
ら
れ
た
。

一
九
五
一
年
に
は
彼
ら
を
中
心
に
「
減
租
退
押
」
（
減
租
と
は
小
作
地
の
租
賃
を
二
五
％
減
額
し
、
減
租
後
の

租
賃
は
土
地
の
純
生
産
物
の
三
五
％
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
退
押
は
地
主
に
支
払
っ
た
土
地
使
用
の
保
証
金
を
返
還
さ
せ

る
こ
と
）
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
運
動
を
通
し
て
農
民
た
ち
を
更
に
組
織
化
し
、
階
級
意
識
の
先
鋭
化
を
図
っ
た
上
で
、
地
主
・
富
農
階

級
の
土
地
財
産
の
没
収
・
徴
収
、
貧
農
．
雇
農
へ
の
「
勝
利
の
果
実
」
の
分
配
を
含
む
土
地
改
革
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
五

一
年

―
一
月
か
ら
五
三
年
一
二
月
に
か
け
て
、
大
理
専
区
土
地
改
革
委
員
会
の
下
に
一
二
四

0
あ
ま
り
の
土
地
改
革
工
作
隊
が
組
織
さ
れ
、
各
地
で

土
地
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
大
理
専
区
の
土
地
改
革
は
、
第
一
期
(
-
九
五
一
年
―
一
月
＼
）
消
源
の
試
験
地
点
で
開
始
さ
れ
、
第
一
一
期

一
九
三
0
年
代
か
ら



人
文
学
報
第
五
―
一
．
―
|
九
号

く
こ
と
と
な
る
。

二
0
一
七
年
三
月

（二
）
土
地
改
革
衛
生
工
作
隊
の
組
織
と
在
来
医
療
従

事
者
・
治
癒
者
の
再
編

土
地
改
革
衛
生
工
作
隊
は
、

土
地
改
革
工
作
隊
と

と
も
に
運
動
対
象
の
地
域
へ
赴
き
、
土
地
改
革
工
作

人
員
の
健
康
管
理
の
み
な
ら
ず
、
対
象
地
域
の
伝
染

病
対
策
、
住
民
の
各
種
疾
病
・
体
調
不
良
に
対
す
る

治
療
、
衛
生
宣
伝
、
基
層
衛
生
人
員

の
訓
練
、
基
層

(37
)
 

衛
生
組
織
の
設
立
を
目
的
と
し
て
い
た
。

表
1
は
、
大
理
専
区
に
お
け
る
各
期
の
土
地
改
革
衛

生
工
作
隊
の
そ
れ
ぞ
れ
の
工
作
終
了
段
階
で
の
人
員

構
成
を
示
し
て
い
る
。
構
成
員
は
お
お
よ
そ
、
医
師
（西

医
）、

中
医
、

看
護
士
、
助
産
士
、
調
剤
員
、
検
査
員

な
ど
の
医
療
技
術
者
、
お
よ
び
衛
生
行
政
人
員
（
各

期
に
よ
っ
て
、
医
療
専
門
技
術
を
も
つ
衛
生
行
政
人

表 1 土地改革衛生工作隊の人員構成

第一期 第二期 第三期 第四期 雲県

医師 5 25 2 11 5 

中医 5 38 39 8 1 

看護士 4 16 15 14 6* 

助産士 3 12 5 7 

調剤員 2 JO 5 2 

検験員 1 2 l 

衛生員 12 55 29 68 11 

医助 2 3 

接生員 6 3 

医務員 2 

衛生行政人員 15 8 5 

防疫員 ， 
公共衛生員 2 

衛生稽査 1 

保健員 1 

その他人員 4 14 5 

合計 40 173 127 115 38 

＊護理員4名を含む

出所）大理州桂案館所蔵153-1-4大理専署衛生科桔案「大理専署士

改衛生工作隊一九五二年工作総結」所収「消源県工作総結」 「大理専

区土改衛生工作隊第二期工作総結J, 153-1-7大理専署衛生科桂案

「大理区士改委衛生隊1953年工作総結」所収 「第三期工作総結J 「第

四期工作総結」 「雲県分隊工作総結」より作成

（
一
九
五

二
年
二
月
1
)
に
は
大
理
、
祥
雲
、
鳳
儀
、
弥
渡
、
蒙
化
、
下
関
で
実
施
さ
れ
、
第
三
期

(
-
九
五

二
年
八
月

1
)
に
は
賓
川
、

(35) 

部
川
、
永
平
、

雲
龍
、
濠
漏
で、

第
四
期

(-
九
五―

一年
一

0
月

1
)
に
は
順
寧

・
雲
県
で
実
施
さ
れ
た
。

土
地
改
革
の
実
施
に
先
立
ち、

一
九
五

一
年
、
省
衛
生
会
議
は
、
各
地
で
土
地
改
革
を
主
導
す
る
土
地
改
革
委
員
会
の
下
に
衛
生
工
作

(36
)
 

隊
を
組
織
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ

の
衛
生
工
作
隊
が
、
農
村
へ
の
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

四
四



員
を
西
医
・
中
医
な
ど
の
医
療
技
術
者
と
す
る
か
、
行
政
人
員
と
す
る
か
は
不
統
一
）
、
農
民
の
組
織
化
工
作
の
過
程
で
既
に
養
成
さ
れ

た
り
、
土
地
改
革
衛
生
工
作
隊
の
活
動
の
中
で
養
成
さ
れ
た
接
生
員
や
衛
生
員
と
い
っ
た
基
層
衛
生
人
員
、
に
大
別
で
き
る
。

西
医
・
中
医
や
助
産
師
・
薬
剤
師
の
中
に
は
、
個
人
で
開
業
し
て
い
た
医
療
従
事
者
も
含
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
開
業
医
療
従
事
者
は
、
各

県
に
組
織
さ
れ
た
衛
生
医
薬
工
作
者
協
会
（
衛
協
会
）
を
通
し
て
動
員
さ
れ
た
。
衛
協
会
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
、
医
療
衛
生
事

業
従
事
者
を
組
織
化
す
る
た
め
に
全
国
各
地
に
設
立
さ
れ
た
。「
団
結
中
西
医
」
の
方
針
の
下
、
衛
協
会
に
は
西
医
も
中
医
も
参
加
す
る
も

(38) 

の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
地
域
社
会
の
実
態
を
反
映
し
、
実
際
に
は
多
数
の
中
医
と
少
数
の
西
医
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た

。

一
九
五
三
年
、
祥
雲
県
で
は
、
衛
協
会
に
所
属
す
る
医
療
従
事
者
は
一
九
七
人
、
う
ち
中
医

一
五
九
人
、
西
医
八
人
、
獣
医
二

0
人
、
草

(39) 

薬
医
一

0
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
弥
渡
県
衛
協
会
で
は
一
九
五
一
云
一
年
当
時
、
会
員
は
一
五
―
一
人
、
そ
の
内
訳
は
中
医
一
四
三
人
、
西
医
四
人
、

助
産
師
二
人
、
薬
剤
師
一
人
、
練
習
生

二
人
で
あ
っ
た

。
以
下
で
見
る
よ
う
に
、
大
理
地
区
の
事
例
か
ら
は
、
衛
協
会
は
単
に
在
来
の

医
療
従
事
者
の
組
織
化
を
図
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の

「整
頓
」
や

「改
造
」
を
行
う
も
の
で
も
あ

っ
た
。

土
地
改
革
衛
生
工
作
隊
の
報
告
書
の
中
で
は
、
開
業
医
療
従
事
者
た
ち
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
社
会
と
の
関
係
か
ら
、
以
下

の
よ
う
な
類
型
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
①
一
定
の
医
学
的
碁
礎
が
あ
り
、
民
衆
の
信
頓
も
あ
る
医
者
。
一
部
は
地
主
・
富
農
の
出
身

で
、
元
軍
医
や
、
正
式
に
医
学
校
を
卒
業
し
た
者
。
診
療
費
・
薬
費
が
高
く
、
患
者
が
や
っ
て
来
る
の
を
待
っ
て
医
療
行
為
を
行
う
。
②

封
建
巫
医
神
婆
。
農
村
に
は
最
も
多
く
、
ま
じ
な
い
や
祈
祷
に
よ
る
治
療
を
行
う
。
き
ち
ん
と
し
た
薬
品
を
使
わ
ず
、
患
者
を
脅
し
た
り
、

蝙
し
た
り
す
る
。
③
半
成
熟
の
医
者
。
医
学
生
や
元
看
護
士
、
医
者
だ
っ
た
夫
を
な
く
し
た
妻
で
、
夫
の
後
を
継
い
だ
者
な
ど
。
医
療
技

術
・
知
識
は
低
劣
で
、
中
に
は
非
識
字
の
人
も
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
呪
術
や
祈
祷
に
よ
る
治
療
は
、
民
衆
に
と
っ
て
の
病
や
体
調
不
良
へ
の
対
処
法
の

一
っ
で
あ
っ
た
が
、

一
九
五

0
年

代
初
め
、
衛
協
会
の
組
織
過
程
で
、

②
に
属
す
る
と
さ
れ
た
人
々
の
一
部
は
医
療
や
治
癒
と
い
う
職
域
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
各
地
で
「
反
迷
信
闘
争
」
が
行
わ
れ
、
鳳
儀
県
で
は
、
一
五
人
の
巫
医
神
婆
が
、
占
い
・
祈
祷
・
風
水
な
ど
で
病
気
治
癒
を
図
っ
た
、

過
剰
に
費
用
（
金
銭
・
米
・
鶏
）
を
と
っ
た
、
小
病
を
大
病
と
偽
っ
た
、
薬
費
を
過
剰
に
と
っ
た
、
偽
の
薬
品
を
売
っ
た
な
ど
の
行
為
を

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
福
士
）

四
五



群
集
に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
、
蒙
化
県
で
は
、
巫
術
報
酬
と
し
て
得
た
数
千
羽
の
鶏
と
財
産
を
隠
し
て
い
た
女
性
が
「
群
集
管
制
下
」
に

B3) 

置
か
れ
て
い
る
。
衛
協
会
で
は
、
偽
薬
を
売
っ
た
巫
医
神
婆
の
自
書
に
よ
る
反
省
文
を
貼
り
出
し
、
二
度
と
こ
う
し
た
行
為
を
行
わ
な

い
旨
の
保
証
書
を
書
か
せ
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
印
刷
し
区
郷
公
所
に
配
布
し
て
、
巫
医
神
婆
に
対
す
る
群
集
管
理
の
た
め
の
資
料
と
し
て

ヽ
こ
。

し

t土
地
改
革
衛
生
工
作
隊
に
参
加
し
た
開
業
医
療
従
事
者
の
多
く
は
①
に
属
す
る
人
々
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
衛
協
会
の
設
立
以

後
、
開
業
医
療
従
事
者
た
ち
は
、
従
来
の
診
療
方
式
に
大
き
な
変
化
を
迫
ら
れ
た
。
衛
協
会
会
員
の
多
く
は
、
複
数
の
開
業
医
師
を
組
織

化
し
た
聯
合
診
療
所
を
開
設
し
、
地
域
住
民
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
彼
ら
の
多
く
は
、
県
城
や
集
鎮
な
ど
で

開
業
し
て
い
た
が
、
県
衛
生
行
政
の
指
揮
の
下
、
衛
協
会
会
員
に
よ
る
組
織
的
な
農
村
巡
回
医
療
が
行
わ
れ
た
。
開
業
医
療
従
事
者
た
ち

の
全
て
が
、
必
ず
し
も
喜
ん
で
農
村
巡
回
医
療
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
従
来
の
患
者
が
来
る
の
を
待
っ
て
診
療
を
行
う
ス

タ
イ
ル
を
貰
く
こ
と
は
、
「
作
風
が
悪
い
」
と
し
て
批
判
さ
れ
た
。
衛
協
会
は
ま
た
、
開
業
医
療
従
事
者
の
改
造
の
場
と
も
な
っ
て
お
り
、

作
風
整
頓
学
習
や
政
治
学
習
、
座
談
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

中
華
人
民
共
和
国
建
国
初
期
の
医
療
政
策
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
医
療
従
事
者
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
大
衆
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
か
つ

て
医
療
従
事
者
は
社
会
上
層
に
位
置
し
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
対
象
も
ま
た
社
会
上
層
に
位
置
す
る
人
々
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
大
衆
と
向
き

合
う
医
療
従
事
者
に
よ
る
大
衆
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
に
変
化
さ
せ
る
、
と
い
う
政
策
意
圏
が
当
該
時
期
、
各
地
で
展
開
さ
れ
た
医
療
従
事

(45) 

者
の
学
習
工
作
や
彼
ら
を
動
員
し
て
行
わ
れ
た
衛
生
運
動
か
ら
は
見
て
と
れ
る
。
こ
う
し
た
意
図
は
大
理
地
区
の
事
例
で
も
確
認
で
き

る。

「土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
』
で
は
、
衛
生
人
員
は
反
動
統
治
時
期
の
搾
取
階
級
の
毒
素
に
侵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
ら

に
農
村
に
お
け
る
実
際
の
反
封
建
闘
争
の
現
場
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
は
、
改
造
の
一
っ
の
機
会
と
な
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
在
来
の
医

療
従
事
者
の
動
員
の
具
体
的
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
農
村
で
の
エ
作
期
間
中
、
食
事
は
多
く
の
場
合
自
弁
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
模
範
事
例
と
し
て
称
揚
さ
れ
た
一
部
の
開
業
医
師
（
中
医
）
は
、
土
地
改
革
衛
生
工
作
隊
が
組
織
さ
れ
る
に
際
し
て
、
「
勇
躍

し
て
」
、
あ
る
い
は
「
喜
ん
で
」
参
加
を
申
し
出
た
、
と
い
う
。
他
方
で
同
じ
く

「エ
作
総
結
』
か
ら
は
、
「
集
団
生
活
や
厳
し
い
政
治
鍛

人
文
学
報
第
五
―
―
―
-
［
九
号

二
0

一
七
年
一

1

月
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（
一
）
甚
層
衛
生
人
員

甚
層
衛
生
人
員
の
養
成
と
基
層
衛
生
機
関
の
設
立
は
、
上
述
の

よ
う
に
医
療
資
源
が
県
城
な
ど
に
偏
る
中
で
、
農
村
社
会
の
日
常

的
な
健
康
問
題
を
緩
和
す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ
り、

土
地

改
革
衛
生
工
作
隊
の
主
要
な
任
務
の

一
っ
で
も
あ
っ
た
。

表

2
は、

土
地
改
革
衛
生
工
作
隊
に
よ
る
基
層
衛
生
人
員
の
訓

練
状
況
を
示
し
て
い
る
。

一
九
五

一
年
末
か
ら
五
三
年
半
ば
に
お

け
る
土
地
改
革
衛
生
工
作
隊
の
活
動
地
域
―
二
県
に
お
い
て
、
衛

生
員
二

0
四
二
人
、
接
生
員
―

一三
五
一二
人
、
防
疫
員
ニ

―
八

0
人

な
ど
が
訓
練
養
成
さ
れ
た
。

で
は
、

ど
の
よ
う
な
人
々
が
基
層
衛
生
人
員
訓
練
を
受
講
し
た

の
か
。
表

3
は
、
郡
川
県
、
濠
滉
県
、
雲
龍
県
の
一
部
の
基
層
衛

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
福
士
）

四

基
層
衛
生
人
員
の
養
成

表 2 基層衛生人員数

四七

県 衛生員 接生員
旧産婆の

防疫員 種痘員 炊事員
改造

酒源 197 173 

大理 244 196 5 1300 

鳳儀 32 105 3 134 60 12 

祥雲 181 185 13 70 

弥渡 188 346 27 736 

蒙化 196 193 

雲龍 206 204 10 

漂i鼻 92 177 

賓川 235 164 

郭川 97 103 146 

順寧 271 456 386 

苧幸／県‘ 103 51 80 

合計 2042 2353 48 2180 742 12 

出所）表lに同じ

錬
に
慣
れ
て
い
な
い
」
、
「
批
判
を
受
け
入
れ
な
い
」
、
「
自
身
が
地
主
・
富
農
の
出
身
で
、
土
地
改
革
に
対
し
気
を
揉
ん
で
い
る
」
、
「
農

民
を
誤
解
し
て

い
る
」
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
医
師
像
も
見
ら

(46
)
 

れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
在
来
の
医
療
従
事
者
た
ち
が
新
政
権
の
方

針
に
対
し
、
多
種
多
様
な
反
応
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
見
て
と
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
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生
人
員
の
民
族
・
文
化
（
識
字
／
非
識
字
）
・
階
級
状
況
を
示
し
て
い
る
。
民
族
に
関
し
て
は
、
少
数
民
族
と

漢
族
と
の
比
率
は
、
お
お
よ
そ
地
域
の
人
口
構
成
比
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
五
三
年
の
第

一
次
人
口
普
査
に
よ
る
各
県
の
漢
族
と
少
数
民
族
と
の
割
合
は
、
涼
淋
県
で
四
八
対
五
―
-
、
雲
龍
県
で
一
―
―
―
―

対
七
七
で
あ
っ
た
。
文
化
状
況
に
つ
い
て
は
、
非
識
字
の
者
が
比
較
的
多
く
、
雲
龍
県
で
は
八
割
以
上
が
非

識
字
で
あ
っ
た
。
受
講
者
は
全
体
と
し
て
貧
農
階
級
の
者
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
意
図
的
に
そ
う
し
た
階

級
の
者
が
選
択
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
「
衛
生
員
、
接
生
員
は
家
庭
出
身
の
良
い
も
の
、
政
治
思

想
の
良
い
者
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
特
に
こ
う
し
た
条
件
を
備
え
た
貧
雇
中
農
の
子
女
を
優
先
し
て
選
ぶ
べ

き
」
と
い
う
選
択
基
準
は
、
基
層
衛
生
人
員
が
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
一
九
六
〇
＼

七

0
年
代
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

一
例
を
紹
介
し
よ
う
。
弥
渡
県
第
一
二
区
の
影
姓
の
女
性
は
、
第
一
一
期
土
地
改
革
衛
生
工
作
隊
に
衛
生
員
と

し
て
参
加
し
、
工
作
模
範
に
選
ば
れ
て
い
る
。
彼
女
は
貧
農
の
出
身
で
、
非
識
字
者
だ
っ
た
。
父
母
と
弟
、

夫
の
一
家
五
人
で
暮
ら
し
て
お
り
、
そ
の
生
活
は
貧
し
か
っ
た
。
一
九
五
一
年
、
弥
渡
県
第
三
区
で
農
民
組

織
化
工
作
が
行
わ
れ
た
際
、
エ
作
隊
は
青
年
農
民
に
対
し
従
軍
を
求
め
た
。
こ
れ
に
応
え
て
彼
女
は
夫
を
従

軍
さ
せ
、
彼
女
自
身
は
農
民
協
会
に
参
加
し
た
。
間
も
な
く
彼
女
は
初
級
衛
生
人
員
訓
練
班
の
参
加
者
に
選

ば
れ
、
訓
練
班
を
修
了
し
た
後
は
、
衛
生
工
作
隊
に
参
加
し
、
衛
生
宜
伝
や
環
境
衛
生
保
持
、
予
防
接
種
の

(48) 

実
施
に
従
事
し
た
。

訓
練
生
の
男
女
比
や
年
齢
構
成
を
示
す
資
料
は
管
見
の
限
り
で
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。
だ
が
、
男
性
は

(49) 

衛
生
員
、
女
性
は
接
生
員
の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
接
生
員
の
場
合
は
、
旧
産
婆
（
以

(50) 

前
か
ら
助
産
を
生
業
と
し
て
い
た
女
性
）
以
外
で
は
、
出
産
経
験
が
あ
り
威
偕
の
あ
る
女
性
が
選
ば
れ
た
。

基
層
衛
生
人
員
の
訓
練
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
視
さ
れ
た
。
土
地
改
革
運
動
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
、

表 3 部／II・ 濠湯・雲龍三県， 基層衛生人員の状況

県 総数

二疇一
□

150-269-410 

民族

鱈 l少数民族

汀〗
文化状況

識字 I非識字

二
疇―
-30-91-59

□――山＿
145-283

階級

□ |4手エ叫その他

三
出所）前掲， 153-1-7所収「第三期工作総結」より作成

四
八



階
級
区
分
以
後
、
土
地
財
産
の
徴
収
・
没
収
以
前
が
最
適
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
出
身
階
級
上
の
「
積
極
分
子
」
を
確
実
に

選
ぶ
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
鳳
儀
県
で
は
、
接
生
員
の
訓
練
時
期
が
早
す
ぎ
た
た
め
、
訓
練
生
の
中
に
「
不

純
潔
」
な
階
級
の
者
が
混
じ
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
あ
ま
り
よ
い
働
き
を
し
な
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
祥
雲
県
で
は
、
土
地
財

産
の
徴
収
・
没
収
以
後
に
訓
練
が
行
わ
れ
た
た
め
、
出
身
階
級
が
「
あ
ま
り
良
好
で
な
い
」
訓
練
生
た
ち
は
、
訓
練
を
修
了
し
村
へ
戻
っ

た
後
思
う
よ
う
に
仕
事
が
で
き
ず
苦
労
し
た
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
恙
層
衛
生
人
員
の
養
成
は
、
土
地
改
革
運
動
に
よ

る
郷
村
社
会
の
秩
序
の
再
編
に
応
じ
た
形
で
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

訓
練
生
は
、
各
村
か
ら
一
＼
二
人
が
集
め
ら
れ
、
訓
練
後
、
村
へ
戻
り
衛
生
室
や
接
生
室
を
組
織
し
、
地
域
の
医
療
衛
生
事
業
に
従
事

す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
建
国
初
期
の
各
県
に
お
け
る
郷
村
の
確
実
な
数
量
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
祥
雲
県
で
は
一
九
五

0
年

(52) 

の
段
階
で
七
四
郷
四
七
二
自
然
村
が
あ
っ
た
。
第
二
期
衛
生
工
作
隊
の
活
動
中
に
養
成
さ
れ
た
同
県
の
衛
生
員
・
接
生
員
は
あ
わ
せ
て

三
六
六
人
で
あ
り
、
仮
に
一
九
五
二
年
段
階
の
自
然
村
数
に
変
動
が
な
い
と
す
れ
ば
、
各
自
然
村
に
あ
ま
ね
く
碁
層
衛
生
人
員
が
配
置
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
実
際
、
雲
県
の
い
く
つ
か
の
地
区
で
は
、
経
費
不
足
の
た
め
、
土
地
改
革
衛
生
工
作
隊
の
活
動
中
、

(53) 

衛
生
員
・
接
生
員
の
訓
練
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
大
理
地
区
全
体
で
見
れ
ば
、
一
九
五

0
年
代
初
頭
の
段
階
で
、
か

な
り
の
数
の
基
層
衛
生
人
員
が
蓑
成
さ
れ
て
は
い
た
の
だ
っ
た
。

（
二
）
訓
練
内
容

基
層
衛
生
人
員
訓
練
生
の
多
く
は
貧
雇
農
の
出
身
で
あ
り
、
非
識
字
者
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
訓
練
は
日
常
的
な
言
い
回
し
に
よ
る

平
易
な
講
義
（
「
土
語
」
（
民
族
言
語
）
に
よ
る
講
義
も
推
奨
さ
れ
た
）
、
模
型
や
図
画
の
利
用
、
衛
生
工
作
隊
隊
員
で
あ
る
教
官
が
訓
練

生
を
実
際
の
患
者
の
診
療
に
と
も
な
っ
て
の
実
習
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。
大
理
専
区
で
は
『
新
法
接
生
手
冊
』
‘

[衛
生
員
手

(54) 

冊
』
、
『
防
御
細
菌
戦
常
識
手
冊
』
と
い
っ
た
教
科
書
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
教
科
書
の
現
物
は
未
だ
入
手
で

き
て
い
な
い
が
、
同
時
期
に
各
地
で
出
版
さ
れ
て
い
た
同
様
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
か
ら
、
お
お
よ
そ
の
内
容
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
人
（
福
士
）

四
九
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訓
練
は
し
ば
し
ば

「旧
社
会
」
と
「
新
中
国
」
と
の
対
比
を
行
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。
大
理
地
区
の
第
二
期
士
地
改
革
衛
生
工

作
隊
の
報
告
書
で
は
、
「
訓
練
開
始
の
際
、
政
治
動
員
報
告
を
多
く
行
い
、
訓
練
生
た
ち
の
階
級
的
覚
悟
を
啓
発
す
る
と
同
時
に
一
切
の

顧
慮
を
打
ち
消
す
よ
う
に
し
た
。
ま
た
新

lB
の
対
比
を
行
う
こ
と
で
、
か
つ
て
の
旧
社
会
が
我
々
に
与
え
て
き
た
疾
病
災
害
を
訴
え
た
。

(55
)
 

こ
の
よ
う
に
し
て
訓
練
生
の
旧
社
会
お
よ
び
地
主
階
級
へ
の
仇
恨
を
高
め
る
こ
と
で
、
そ
の
学
習
意
欲
と
決
心
を
向
上
さ
せ
た
」
と
あ
る
。

当
該
時
期
、
長
江
河
口
に
位
置
す
る
崇
明
で
出
版
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
農
村
大
衆
衛
生
』
も
、
以
下
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
始

め
ら
れ
て
い
る
。

祟
明
の
海
東
区
家
禄
郷
に
あ
る
老
婆
が
い
た
。
老
婆
に
は
孫
が
お
り
、
と
て
も
可
愛
が
っ
て
い
た
が
、
あ
る
日
そ
の
孫
が
マ
ラ
リ
ア
に

罹
っ
て
し
ま
う
。
老
婆
は

「子
ど
も
の
母
親
の
年
齢
数
だ
け
熱
を
出
せ
ば
、
そ
の
う
ち
に
よ
く
な
る
」
と
い
う
言
い
伝
え
を
信
じ
、
孫
が

発
熱
す
る
が
ま
ま
に
し
て
い
た
。
見
か
ね
た
知
り
合
い
が
薬
を
く
れ
て
も
、
孫
に
与
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
間
に
も
孫
は
衰
弱
し
、

慌
て
た
家
族
が
医
者
を
呼
ん
だ
が
、
既
に
手
遅
れ
で
孫
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
老
婆
は

「あ
ん
な
話
を
信
じ
た
ば
か
り
に
、
私
が
孫
を
殺

し
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
て
早
く
医
者
を
呼
ば
な
か
っ
た
の
か
」
と
泣
い
て
自
分
を
責
め
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
後
、
こ
う
続
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
の
原
因
は
科
学
常
識
の
欠
如
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
農
村
の
人
々
は
こ
れ
ま

で
不
幸
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
、
長
き
に
わ
た
る
圧
迫
と
搾
取
を
抜
け
出
し
、
病
気
を
避
け
減
少
さ
せ
る
術
を
学
び
、
豊

(56
)
 

か
な
毎
日
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。
こ
の
よ
う
な
旧
社
会
11

迷
信
11

不
幸
・
不
健
康
／
新
中
国
11

科
学
11

豊
か
・
健
康
と

い
う
図
式
は
単
純
で
あ
る
が
故
に
、
受
講
者
に
は
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

や
や
時
期
は
ず
れ
る
が
、
上
海
お
よ
び
北
京
で
一
九
五
七
年
に
出
版
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
て
み
る
と
、

害
虫
躯
除
・
給
水
・
糞

便
管
理
・
堆
肥
製
造
法
と
い
っ
た
環
境
衛
生
保
持
の
方
法
、
発
熱
・
下
痢
・
便
秘
．
腹
痛
・
嘔
吐
・
咳
な
ど

H
常
的
に
見
ら
れ
る
症
状
ヘ

の
対
処
方
法
、
伝
染
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
お
よ
び
主
要
伝
染
病
の
予
防
法
、
熱
中
症

・
食
中
毒
・
薬
物
中
毒
・
や
け
ど
・
出
血
・
骨
折
へ
の

対
処
方
法
、
注
射
法
・
浣
腸
法
・
人
工
呼
吸
法
・
滅
菌
法
・
助
産
法
な
ど
の
医
療
技
術
、
常
用
薬
品
な
ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、 五

〇



イ
ラ
ス
ト
を
多
用
す
る
な
ど
、
学
習
者
の
理
解
を
助
け
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

大
理
地
区
の
土
改
衛
生
工
作
隊
に
よ
る
基
層
衛
生
人
員
の
訓
練
期
間
は
一
週
間
か
ら
一

0
日
程
度
で
あ
り
、
こ
の
間
に
思
想
学
習
も
含

め
た
訓
練
・
学
習
が
行
わ
れ
た
。
当
該
時
期
、
上
述
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
内
容
の
訓
練
が
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

(58) 

訓
練
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
よ
く
見
ら
れ
る
病
症
に
重
点
を
置
く
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
も
の
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
三
）
基
層
医
療
保
健
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立

訓
練
を
修
了
し
た
衛
生
員
・
接
生
員
ら
は
、
村
で
地
域
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
も
の
と
さ
れ
た
。
基
層
衛
生
人
員
の
主
な
任
務
は
、

助
産
を
含
む
日
常
的
な
健
康
問
題
へ
の
対
処
、
衛
生
宜
伝
・
教
育
、
地
域
の
環
境
衛
生
保
持
、
伝
染
病
情
報
の
上
級
組
織
へ
の
報
告
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
こ
う
し
た
医
療
保
健
業
務
を
行
う
一
方
で
、
農
作
業
も
行
う
「
不
脱
生
産
」
が
原
則
と
さ
れ
て
い
た
。

一
九
五

0
年
代
前
半
の
基
層
衛
生
機
構
は
、
例
え
ば
弥
渡
県
で
は
、
各
郷
に
衛
生
姑
や
接
生
姑
を
設
置
し
衛
生
委
員
一

人
を
置
き
、
各

村
に
は
衛
生
員
や
接
生
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
一

九
五
一二
年
上
半
期
の
報
告
で
は
、
五

0
郷
の
う
ち
、
衛
生
姑
が
設

置
さ
れ
て
い
る
の
は
二

0
郷
で
あ
り
、
未
だ
衛
生
姑
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
三

0
郷
で
は
、
衛
生
姑
ほ
ど
設
備
の
整
っ
て
い
な
い
衛
生
小

組
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
接
生
姑
で
は
、
接
生
員
に
よ
り
、
産
包
（
助
産
キ

ッ
ト
）
が
、
あ
る
場
合
に
は

「勝
利
の
果
実
」
を
利
用
し
て
、

ま
た
あ
る
場
合
に
は
寄
付
を
募
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
模
範
事
例
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
蒙
化
県
内
の
接
生
姑
で
は
、
各
姑
に
は
清
潔
な

部
屋
、
毛
布
、
布
が
準
備
さ
れ
、
接
生
員
の
労
働
生
産
用
に
二
人
分
の
畑
と
農
具
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
接
生
姑
の
姑
長
は
、
も
と
は
上

述
の
よ
う
な
短
期
訓
練
を
受
け
た
接
生
員
で
あ
っ
た
が
、
姑
長
に
昇
格
す
る
に
あ
た
っ
て
、
県
城
で
一
ヶ
月
程
度
の
技
術
訓
練
を
受
け
て

(59) 

い
た

。
一

部
の
地
域
で
は
、
基
層
衛
生
人
員
が
定
着
し
な
い
、
姑
長
レ
ベ
ル

（即
ち
郷
レ
ベ
ル
）
の
人
材
不
足
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
は

(60
)
 

い
た
が
、
一
九
五

0
年
代
は
じ
め
、
大
理
地
区
で
は
、
地
域
差
は
あ
っ
た
も
の
の
訓
練
と
職
位
と
を
結
び
つ
け
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
カ
ル
な

県
ー
郷
ー
村
間
の
医
療
保
健
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
禅
入
（
福
士
）

五



以
上
、
本
稿
で
は
一
九
五

0
年
代
初
め
の
大
理
地
区
に
お
け
る
農
村
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
実
態
の
一
端
を
、
医
療
衛
生
人
員
の

問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
し
て
き
た
。

雲
南
省
大
理
地
区
で
は
、
県
レ
ベ
ル
の
医
療
衛
生
行
政
機
関
の
多
く
が
日
中
戦
争
期
に
設
立
さ
れ
、
内
戦
期
を
経
て
人
民
共
和
国
建
国

初
期
に
接
収
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
県
レ
ベ
ル
の
医
療
衛
生
行
政
機
関
が
、
一
九
五

0
年
代
初
め
の
県
以
下
の
農
村
地
域
へ
の
医
療
保
健
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

県
以
下
の
郷
村
へ
の
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
大
理
地
区
で
は
土
地
改
革
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
。
大
理
地
区
土
地
改
革
委

員
会
の
下
に
専
区
や
県
レ
ベ
ル
の
医
療
衛
生
行
政
人
員
だ
け
で
な
く
、
在
来
の
開
業
医
療
従
事
者
た
ち
が
動
員
さ
れ
、
土
地
改
革
衛
生
工

作
隊
が
組
織
さ
れ
た
。
在
来
の
開
業
医
療
従
事
者
た
ち
は
衛
協
会
を
通
じ
て
動
員
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
郷
村
で
の
衛
生
工
作
は
、
医
療

の
大
衆
化
を
目
指
す
新
政
権
の
側
か
ら
す
る
と
、
在
来
の
開
業
医
療
従
事
者
の
「
学
習
」
「
改
造
」
の
場
と
も
さ
れ
た
。

ま
た
、
農
村
へ
の
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、

X
i
a
o
p
i
n
g
F
a
n
g
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
大
理
地
区
に
お
い
て
も
在
来
の
農
村
医

療
憔
界
を
再
編
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
呪
術
や
祈
祷
に
よ
る
治
癒
法
と
そ
れ
を
行
う
治
癒
者
の
一
部
は
「
反
迷
信
闘
争
」
の
中
で
排
除
さ

れ
、
「
科
学
的
」
な
訓
練
を
受
け
た
短
期
養
成
の
甚
層
衛
生
員
が
村
々
に
配
置
さ
れ
た
が
、
彼
ら
の
人
選
は
土
地
改
革
に
よ
る
農
村
社
会

の
秩
序
の
再
編
に
応
じ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
主
と
し
て
大
理
地
区
の
公
文
書
を
手
が
か
り
に
以
上
を
検
討
し
て
き
た
。
史
料
的
制
約
に
よ
り
農
村
社
会
に
お
け
る
医
療

者
や
治
癒
者
の
社
会
的
位
置
づ
け
と
そ
の
歴
史
的
変
化
、
新
た
な
医
療
体
系
の
中
で
の
彼
ら
の
排
除
・
包
摂
の
基
準
の
問
題
な
ど
、
十
分

に
検
討
し
き
れ
て
い
な
い
問
題
も
多
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
よ
り
広
範
か
つ
多
様
な
史
料
を
用
い
、
ま
た
隣
接
す
る
学
問
分
野
の
知

見
を
吸
収
す
る
こ
と
で
、
今
後
更
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

人
文
学
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第
莉
一
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ー
九
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二
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年
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＊
本
研
究
は
、

J
S
P
S
科

研

費

・

基

盤

c
「
戦
後
東
ア
ジ
ア
農
村
医
療
の
比
較
史
研
究
」
（
二
六
三
五

0
三
七
一
）

で
あ
る
。

一
九
五

0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
福
士
）

五

の
助
成
を
受
け
た
も
の

註(
1
)
二
0
世
紀
前
半
の
中
国
に
お
け
る
医
療
衛
生
事
業
に
つ
い
て
は
、

K
a
,
c
h
e
Yip, H
e
a
l
t
h
 a
n
d
 N
a
t
w
n
a
l
 R
e
c
o
n
s
t
r
u
c
t/On,n N
a
t
w
n
a
l
i
s
t
 C
h
i
n
a
 

(Association for A
s
i
a
n
 Studies, 
Inc., 
T
h
e
 University o
f
 M
i
c
h
i
g
a
n
,
 
1999),
飯
島
油
ツ
『
ペ
ス
ト
と
近
代
中
国
j

（
研
文
出
版
、
二
0
0
0
年）、

R
u
t
h
 Rogaski, H
y
g
ienic M
o
d
e
r
n
i
t
y
 (California University Press, 2004),
張
大
慶
『
中
国
近
代
疾
病
社
会
史
』
（
山
東
教
育
出
版
社
、
二
0
0
六

年
）、
楊
念
群

『再
造

「病
人
」J

(
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
―

10
0
六
年
）
、
張
泰
山

『民
国
時
期
的
伝
染
病
輿
社
会
』
（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、

―
1
0
0
八
年
）
、
福
士
由
紀
『
近
代
上
海
と
公
衆
衛
生
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
―

1
0
I
O
年
）
な
ど
を
参
照
。

(
2
)
当
該
時
期
の
中
国
罠
村
医
療
に
対
す
る
国
際
的
評
価
に
関
し
て
は
、

W
H
O
,
P
r
i
m
a
r
y
 H
e
a
l
t
h
 Care, 
T
h
e
 C
h
i
n
e
s
e
 E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
 (
W
H
O
,
 1983)
。

一
九
七
八
年
、
ソ
連

（
現
在
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）
の
ア
ル
マ
・
ア
タ
で
開
催
さ
れ
た
W

H

O
お
よ
び
U

N
I

C

E

F
主
催
に
よ
る
「
プ
ラ
イ

マ
リ
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る
国
際
会
議
」
の
宣
言
文
で
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
実
践
的
・

科
学
的
で
あ
り
、
社
会
的
に
許
容
可
能
な
方
法

に
基
づ
い
た
根
本
的
な
ヘ

ル
ス
ケ
ア
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
と

っ
て
普
遍
的
に
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
、
様
々
な
発
展
段
階
に
あ
る
国
家
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
供
給
可
能
な
コ
ス
ト
で
運
用
さ
れ
る
も
の
、
と
い
っ
た
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。よ
9Declaration
o
f
 A
l
m
a
,
A
t
a
,
 International 

C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 o
n
 P
r
i
m
a
r
y
 H
e
a
l
t
h
 Care, A
l
m
a
,
A
t
a
,
 U
S
S
R
,
 6
,
1
2
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 I
 
97009', 
http://www.who.int/publications/almaata _
 declaration 

e
n
.
p
d
f
?
u
a
1
1
l
(
W
o
r
l
d
 H
e
a
l
t
h
 O
r
g
a
n
i
zatio
n,
二
0
1
六
年
―

二
月
二
四
日
閲
覧
）。

(3)
本
文
中
で
触
れ
る
論
考
以
外
に
、
例
え
ば
眺
毅
「
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
視
角
表
象
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（
中
国
女
性
史
研
究
会
編
『
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
・

表
象
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
研
文
出
版
、

二
0
一
六
年
）
ニ
ニ
ニ
＼
二
五
0
頁
は
、
一
九
五

0
年
代
＼
七

0
年
代
に
お
け
る
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
表

象
の
変
遷
と
そ
の
政
治
的
意
味
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
張
開
寧
主
編

『従
赤
脚
医
生
到
郷
村
医
生
』
（
雲
南
大
学
出
版
社
、二

0
0
二
年
）

は
、
主
に
一
九
六
〇
＼
八

0
年
代
前
半
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
し
て
農
村
医
療
に
従
事
し
た
人
々
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
当
事
者
の
ラ

イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
形
で
改
革
開
放
以
前
の
農
村
医
療
の
実
態
の
一
端
を
描
い
て
い
る
。

(
4
）
一―-
橋
か
ほ
り

「現
代
中
国
の
農
村
社
会
の
変
遷
に
お
け
る
郷
村
医
の
形
成
」
（
『日
本
医
史
学
雑
誌
』
五

一
（四）、

二
0
0
五
年
）
五
六
九
ー
五
九
二
頁。

(
5
)
X
iaoping Fang, Barefoot D
o
c
t
o
r
 a
n
d
 Western M
e
d
i
c
i
n
e
 in C
h
i
n
a
 (University o
f
 R
o
c
h
e
s
t
e
r
 Press, 2012). 

(
6
)
眺
毅

「
母
子
衛
生
シ
ス
テ
ム
の
連
続
と
転
換
」
（
『
近
き
に
在
り
て
」
五
八
、
二

0
1
0
年）

四
四
＼
万
八
頁
、
福
士
、
前
掲
害、

二
四
三
ー
ニ
七
八
頁
。

(
7
)
当
該
資
料
の
収
集
に
際
し
て
、
上
海
交
通
大
学
（
李
玉
尚
教
授
）
、
雲
南
大
学
（
周
瑣
教
授
）
、
雲
南
開
発
輿
発
展
研
究
会
（
張
開
寧
教
授
）
の
協

力
を
得
た
。
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(
8
)張
学
文
『
新
中
国
的
衛
生
事
業
」
（
生
活
•
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
五
一
生
年
）
し
ハ
ー
九
頁
。

(
9
)
賀
誠
「
中
西
医
団
結
輿
中
医
進
修
間
題
」
（
『
人
民
日
報
」

一
九
五

0
年
六
月
一
三
日
）
。

(10)
張
学
文
、
前
掲
書
、
八
頁
。
ラ
ル
フ
・

C

・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
『
近
代
中
国
の
伝
統
医
学
l

（
創
元
社
、

(11)
負
永
昌
‘
干
編
『
中
国
衛
生
国
情
』
（
上
海
医
科
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
一
三
五
頁
。

(12)
三
橋
、
前
掲
論
文
、
五
七
六
頁
、
黄
永
日
口
主
編
、
前
掲
書
、
ニ
―
四
ー
ニ
―
五
頁
。

（認）

C
.
C
.
C
h
e
n
,
"
T
h
e
 T
i
n
g
h
s
i
e
n
 E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
"
 C
h
i
n
e
s
e
 M
e
d
i
c
a
l
 J
o
u
r
n
a
l
,
 
48(6), 
I
 
9
3
3
,
 p
p
.
6
 I
 I,613; C
.
C
.
C
h
e
n
,
'ゞ

A
Practical 
S
u
r
v
e
y
 o
f
 R
u
r
a
l
 

Health", C
h
i
n
e
s
e
 M
e
d
i
c
a
l
 J
o
u
r
n
a
l
,
 48(7), 
1933, p
p
.
6
8
0
,
6
8
8
.
 

(
1
4
)
K
a
,
c
h
e
 Yip, op.cit., p
p
.
6
7
,
8
0
;
 K
a
,
c
h
e
 Yip, "
B
u
i
l
d
i
n
g
 a
 St
r
o
n
g
 C
h
i
n
a
"
 (
『
日
凸
国
研
心
九
』
吟
a
五
輯

r
―
九
九
九
年
↓
四
一
ー
五
一
二
頁
。

(15)
「
建
立
辺
区
衛
生
工
作
保
障
人
民
健
康
家
」
（
陳
明
光
、
工
組

『中
国
衛
生
法
規
史
料
選
編
」
上
海
医
科
人
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
一
四
六
＼

一
四
七
頁
。

(16)
「
映
甘
寧
辺
区
政
府
命
令
｀
坦
区
第
三
屈
参
議
会
第
一
次
大
会
通
過
関
於
政
法
組
文
教
組
提
案
希
分
別
執
行
由
」
「
映
甘
寧
辺
区
政
府
命
令
ぷ
坦
区

第
三
届
参
議
会
第
一
次
人
会
通
過
有
関
教
育
之
提
案
希
切
実
執
行
由
」
（
陳
明
光
主
編
、
前
掲
書
）
七
一
ニ
ー
八
一
頁
。

(17)
楊
念
群
、
前
掲
書
、
三
六
一

1
三
六
一
―
頁
。

(18)
眺
毅
「
母
子
衛
生
シ
ス
テ
ム
の
連
続
と
転
換
ー
建
国
前
後
の
北
京
市
を
中
心
に
」
（
『
近
き
に
在
り
て
』
五
八
、
二

0
1
0
年
）
四
四
ー
五
八
頁
。

(19)
「
全
国
衛
生
行
政
系
統
大
網
」
（
陳
明
光
主
編
、
前
掲
書
）
四
七

0
頁。

(
2
0
)雲南
省
志
編
纂
委
員
会
『
雲
南
省
志
・
衛
生
志
』
（
雲
南
人
民
出
版
社
、
二

0
0

二
年
）
六
九
ー
七
二
頁
。

H
•
Y
•
Y
a
o
,
'
T
h
e

Provincial H
e
a
l
t
h
 

A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
 o
f
Y
u
n
n
a
n
"
 C
h
i
n
e
s
e
 M
e
d
i
c
a
l
 J
o
u
r
n
a
l
 53,June, 1
9
3
8
,
 p
p
.
5
7
7
'
5
8
3
.
 

(21)
「
県
衛
生
工
作
実
施
綱
領
」
(
-
九
三

0
年
―
二
月
衛
生
署
公
布
）
（
陳
明
光
主
編
、
前
掲
書
）
四
九
一

1
四
九
一
・
一
貝
。

(22)
祁
掲
、

『裳
南
省
市
・
衛
生
志
』
六
九
ー
七
二
頁
、

L
e
a
g
u
e
o
f
 N
a
t
i
o
n
s
,
 H
e
a
l
t
h
 Organisation, I
n
t
e
r
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
a
l
 C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 o
f
 F
a
r
,
E
a
s
t
e
r
n
 

C
o
u
n
t
r
i
e
s
 o
n
 R
u
r
a
l
 H
y
g
i
e
n
e
,
 P
r
e
p
a
r
a
t
o
r
y
 P
a
p
e
r
s
,
 R
e
p
o
r
t
 o
f
 C
h
ミ
a
(
L
e
a
g
u
e
o
f
 N
a
t
i
o
n
s
,
 1
9
3
7
)
 p.23, H•Y•Yao, 

op.cit.,pp.577,583. 

(23)
石
島
紀
,
乙

[雲
南
と
近
代
中
国
』
（
肖
木
書
店
、
二

0
0
四
年
）
。

(24)
魏
山
弊
族
匝
族
自
治
県
志
編
纂
委
員
会

『魏
山
葬
族
回
族
自
治
県
志
』
（
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
七
八
三
＼
七
八
五
頁
。

(25)
前
掲
、

『雲
南
省
市
・
衛
牛
志
』
六
九
ー
七
二
頁
。

(26)
大
理
白
族
自
治
州
地
方
志
編
纂
委
員
会
I

大
理
白
族
自
治
州
志
・
巻
一
』
（
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
三
八
五
、
四

0
三
1
四
0
四
頁
。

(27)
雲
南
省
雲
龍
県
志
編
纂
委
員
会

『雲
龍
県
志
」
（
農
業
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
四
九
三

1
四
九
四
頁
、
雲
南
省
賓
川
県
志
編
纂
委
員
会
『
賓
川

県
志
』
（
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
じ
年
）
六
九
一
頁
、
雲
南
省
祥
雲
県
志
編
纂
委
員
会

『祥
雲
県
志
」
（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
）
七
三
二

頁
、
雲
南
省
酒
源
県
志
絹
纂
委
員
会
I

消
源
県
志
一
（
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
五
二
五
頁
、
雲
南
省
永
平
県
志
編
纂
委
員
会

『永
平

一
九
九
四
年
）
―
-
〇
二
＼
二
二

0
頁。

五
四



五
莉

県
志
』
（
雲
南
人
民
出
版
社
、

一
九
九
四
年
）
五
七
九
頁
、
雲
南
省
渫
湯
杵
族
自
治
県
志
編
纂
委
員
会
『
襟
湯
葬
族
自
治
県
志
」
（
雲
南
人
民
出
版

社、

二
0
0
0
年
）
六
八
六
頁
、
雲
南
省
雲
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
『
雲
県
志
』
（
雲
南
人
民
出
版
社
、

一
九
九
四
年
）
七
四―
―-
I
七
四
四
頁
、

弥
渡
県
志
編
纂
委
員
会
『
弥
渡
県
志
」
（
四
川
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
三
一
年
）
六
八
三
頁
、
大
理
市
史
志
編
纂
委
員
会
『
大
理
市
志
』
（
中
華
書
局
、

一
九
九
八
年
）
八
八

0
頁
。

(28)
前
掲
、
『
永
平
県
志
』
五
七
九
ー
五
八

0
頁
。
前
掲
、
『
雲
龍
県
志
』
四
九
三

1
四
九
四
頁
。
前
掲
『
雲
県
県
志
』
六
四
四
頁
。
「
共
革
盟
事
件
」
は
、

一
九
四
九
年
三
月
、
鋒
世
俊
ら
が
新
政
協
綱
領
の
実
現
を
求
め
て
生
県
で
武
装
蜂
起
し
、
近
県
に
も
呼
応
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。
同
年
四
月
に

は
雲
南
省
長
・
脱
漢
の
命
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
派
西
剰
匪
司
令
部
に
よ
り
鎮
圧
さ
れ
た
。

(29)
中
国
科
学
院
民
族
研
究
所
雲
南
民
族
調
杏
組
『
雲
南
省
白
族
社
会
歴
史
調
査
報
告
（
白
族
調
木
且
資
料
之
―
-
）
』
（
雲
南
省
民
族
研
究
所
、
一
九
六
三

年
二
月
）
六
四
ー
六
五
頁
。

(30)
中
国
科
学
院
民
族
研
究
所
雲
南
民
族
調
査
組
『
雲
南
省
白
族
社
会
歴
史
調
査
報
告
（
白
族
調
壺
資
料
之

一
）』
（
雲
南
省
民
族
研
究
所
、

一
九
六
三

年
五
月
）
八

0
頁。

(31)
前
掲
、
『
雲
南
省
白
族
社
会
歴
史
調
査
報
告
（
白
族
調
査
資
料
之
二
）
」
九
四
頁。

(32)
前
掲
、
『
雲
南
省
白
族
社
会
歴
史
調
査
報
告

（
白
族
調
壺
資
料
之
二
)
]
八
ニ
ー
八
―-．頁
。

(33)
前
掲
、
『
雲
南
省
白
族
社
会
歴
史
調
査
報
告
（
白
族
調
査
資
料
之
二
）
』
八
五
頁
。

(34)
雲
南
省
地
方
志
縦
幕
委
員
会
『
雲
南
省
志

・農
業
志
j

(
雲
南
人
民
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）
―
-
八
ー

―
二
0
頁
、
朗
維
偉

・
張
朴
・
羅
涼
昭
「
試

論
西
南
民
放
地
区
実
行
土
地
改
革
的
実
践
」
（
『
貴
州
民
族
研
究
」
二
四
(

I

0
)
、
二

0
0
四
年
）
三
三

1
四
一
頁
、
松
村
嘉
久
「
中
国
に
お
け

る
少
数
民
族
政
策
の
展
開
」
(
[
人
文
地
理
』
四
五
（
五
）
、
一
九
九
三
年
）
五
九
ー
六
二
頁
。

(35)
大
理
白
族
自
治
州
地
方
志
絹
纂
委
員
会

『大
理
白
族
自
治
州
志
・
巻
二』

（
雲
南
人
民
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）
―-五

0
1
二
五
一
頁
、
前
掲
『
雲

南
省
白
族
社
会
歴
史
調
査
報
告
（
白
放
調
壺
資
料
之
一
）
J

八
六
＼
九
0
頁
。

(36)
大
理
州
梢
案
館
所
蔵
、

一
五
三
ー

一
ー
四
大
理
専
署
衛
生
科
梢
案
「
大
理
専
署
土
改
衛
生
工
作
隊

一
九
五
二
年
工
作
総
結
」
所
収
、
「
涸
源
県
エ

作
総
結
」
(
-
九
五
二
年
一二
月）
。

(37)
大
坪
州
梢
案
館
所
蔵
、
一
五
―
―
-|
-I
四
大
理
専
署
衛
牛
科
梢
案
工
大
理
専
署
土
改
衛
生
工
作
隊

一
九
五
二
年
工
作
総
結
」
所
収
、
盃
消
源
県
エ

作
総
結
」
(
-
九
百

二
年
三
月
）
、
「
大
理
専
区
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
(
-
九
五
二
年
八
月
）
。

(38)
ラ
ル
フ
・

C
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
『
近
代
中
国
の
伝
統
医
学
」
（
創
元
社
、
一
九
九
四
年
）
二

0
:
1
＼
ニ
―

1
0
頁。

(39)
大
理
州
梢
案
館
所
蔵
、

一
五
三
ー
ニ
ー
ニ
0
大
理
専
署
衛
生
科
梢
案
「
祥
雲
、
賓
川
両
県
一
九
五
三
年
衛
生
工
作
総
結
」
所
収
、
「
祥
雲
県
人
民

政
府

一
九
五
三
年
衛
生
工
作
総
結
」
(
-
九
五
四
年
一
月
三

一
日）
。

(40)
大
理
州
梢
案
館
所
蔵
、
一
五
三
ー
ニ
ー
一
八
大
理
専
署
衛
生
科
枡
案
「
鳳
儀
、
弥
渡
両
県
一
九
五
一
1

年
衛
生
工
作
総
結
」
所
収
、
「
弥
渡
県
人
民

一
九
五
0
年
代
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
の
導
人
（
福
七
）



人
文
学
報
第
五
一

三
ー
九
号

二
0
一
七
年
三
月

政
府
一
九
五
三
年
上
半
年
衛
生
工
作
簡
要
総
結
報
告
」
(
-
九
万
三
年
七
月
二
六
日
）
。

(41
)
前
掲
、

一
五―
―-
|
-
I
四
所
収
、
「
大
理
専
区
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」。

(42
)
前
掲
、

一
五―
――
ー
一
ー
四
所
収
、

「大
理
専
区
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」。

(43)
前
掲
、

二
九―
―
-
l
-
l四
所
収
、

「大
理
専
区
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
。

(44)
前
掲
、
一
五
一
ニ
ー
一
ー
四
所
収
、
「
大
理
専
区
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
。

(45)
例
え
ば
、
一
九
五

0
年
上
海
で
行
わ
れ
た
防
疫
運
動
へ
の
開
業
医
師
ら
の
動
員
・
参
加
は
、
当
時
の
新
聞
で
は
、
か
つ
て
は
少
数
の
金
持
ち
だ
け

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
医
師
が
、
学
習
を
経
て
、
大
衆
の
た
め
の
エ
作
を
行
っ
た
、
と
報
道
さ
れ
た
。
福
士
、
前
掲
書
、
二
四
三
ー
ニ
七
八
頁
。

(4
6)
前
掲
、

二
竺

―
-
|
-
—
四
所
収
、
「大
理
専
区
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
。

(47
)
温
益
群
「
中
国
ヶ
赤
脚
医
生
ク
産
生
和
存
在
的
社
会
文
化
原
因
分
析
」
（
張
開
寧
主
編
、
前
掲
書
）
三
二
三
頁
。

(48)
前
掲
、
一
五
三
ー

一
ー
四
所
収
、
「
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
。

(
4
9
)前掲
、
一
五
三
ー
―
—
四
所
収
、
「
消
源
衛
生
工
作
総
結
」
。

(
5
0
)前掲
、
一
五
一
―
-
|
-
—
四
所
収
、
「
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
。

(51
)
前
掲、

一
五
三
ー
一
ー
四
所
収
、
「
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
。

(52
)
前
掲
、
『
祥
雲
県
志
」

四
九
頁
。

(
5
3
)前掲
、
一
五

三
I

-
—
七
所
収
、
「
第
四
期
衛
生
工
作
隊
総
結
」
。

(54)
前
掲
、
一
五
三
ー
一
ー
四
所
収
、
「
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
。

(55)
前
掲
、
一
五
三
ー
一
ー
四
所
収
、
「
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
。

(56)
顧
希
明
編
著

『農
村
大
衆
衛
生
』
（
中
華
書
局
、
一
九
五
一
年
）

三
ー
五
頁。

(57)
上
海
市
紅
十
字
会
・
上
海
市
衛
生
防
疫
始
『
農
村
保
健
員
手
冊
」
（
科
技
衛
生
出
版
社
、

一
九
五
七
年
）
、
呉
元
章
等
編
著

『農
村
衛
生
工
作
者
手
冊
j

（
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
。

(58)
前
掲
、
一
五
三
ー
一
ー
四
所
収
、
「
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
。

(59)
前
掲
、
一
五
三
ー
一
ー
四
所
収
、
「
土
改
衛
生
工
作
隊
第
二
期
工
作
総
結
」
、
大
理
州
梢
案
館
所
蔵
、
大
理
専
署
衛
生
科
梢
案
一
五
三
ー
ニ
ー
一
八
「
鳳

儀
、
弥
渡
両
県
一
九
五
三
年
衛
生
工
作
総
結
」
所
収
、
「
弥
渡
県
人
民
政
府

一
九
五
一
＿一
年
上
半
年
衛
生
工
作
簡
要
総
結
報
告
」
(
-
九
五
＿
―-
年
七
月
）。

(60)
前
掲
、

一
万
一―-
|
-
―
ー
ニ

0
所
収
、
「
祥
雲
県
一
九
五
三
年
上
半
年
度
衛
生
工
作
層
総
結
」
、
前
掲
、
一
五
――-
|
-
I
七
所
収
、
「
土
改
衛
生
工
作

隊
第
四
期
工
作
総
結
」
。

五
六




